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現在、インターネットの普及からインター

ネット人口の爆発的な増加が起こっている。

しかも、その中には、これまでコンピュータ

の経験がほとんどない、という人 も決 して少

なくない。インターネットは情報の宝庫であ

るが、利用の仕方がわからなければ宝の持ち

腐れでしかない。今後、益々増える新たなイ

ンターネッ ト利用者のためには、誰 もが情報

を利用できるようなシステムが必要である。

そこで、まず従来の情報検索との対比か ら、

使いやすいインターフェイスを持つ検索シス

テムを構成するための、基本的アプローチを

提案する。次に、そのアプローチに基づ き制

作 したシステムの機能 と構成 を示す。最後に、

ユーザーインターフェイスについて、特に自

然言語処理を含む知識処理の観点から考察す

る。
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私達 日本人の生活の中に、抵抗な くコンピ

ュータを取 り込むためには、何が必要であろ

うか。新 しいものを定着 ・普及させるには、

それがどんなに便利なものでも、操作が短期

間で習得で きることが必要条件である。 この

ことから、ユーザーインターフェイスがその

鍵 を握 っていると考えられる。

近年、インターネッ トが随分ブームになっ

ているが、今後 もコンピュータネットワーク

は益 々広がってい くだろう。それに従い、個

人が得られる情報量は増加するが、膨大な情

報から必要な情報を得ることは難 しくなる。

つまり、特殊な技能 を持った人間だけではな

く、誰もが情報を利用で きるようなシステム

が必要となると考えられる。

そこで本論文では、自然言語処理の技術 を

利用 し、誰 もが 日本語のフレーズ(文)で 情

報を検索で きるような検索 システムを作成 し

て、インターネットインターフェイスについ

て考えていこうと思う。

また、現在インターネット上で主流 となっ

ている検索サービスは、分野を特定 しないす

べての情報にリンクしているものだが、本論

文では検索サービスの専門化 ・統合化も 「使

い易 さ」「便利 さ」に通 じるところがあると

考え、同時に提案する。

そこで、実際にシステムを構築するにあた

り、現在既にインターネッ ト上で提供されて

いる就職 清報サービスを対象に、統合された

就職情報検索サービスを作成 した。

2日 本語検索システムへのアプローチ

2.1従 来 の 日本語検索 に おける注 意点

日本語で検索 す る場合 、一般 に注 意点 と言

われてい るこ とが らが い くつかあ る。

まず、 日本語 は英語 な どと違い 、単語 ご と

にスペー スで 区切 らない。その ため、 どこ ま

でが一つの単語 なのか コンピュー タが見分 け

る ことは難 しい。つ ま り、「は し(橋)」 で検

索 す る と 「は しる(走 る)」 まで ヒッ トして

しまう仕様 の ものが 、 日本語検索 サー ビスに

はあ る。

次 に、英単語 をカタ カナ表示す る場合 には

文書 ご との違 いがあ る。例 えば 「Server」 を

「サ ーバ」 と表 記 して い るか 「サ ー バー」 と

表記 しているかで 、キー ワー ドの一致方法 に

よって は別々の語句 として扱 われる。

また、半 角 と全角 の問題 もある。文書 中 に

英単語や数字 が含 まれてい る場 合 に、 どち ら

をどの ように検索す るか も問題 とな る。

この ように、文章 で はな く単語 に よる検 索

で さえ、現状 の検索 シ ステムでは検索者 側が

注意 しなけれ ばな らない点が 多 く、 日本語検

索 システ ム の問 題 点 に な って い る とい え る

[1]。

2.2制 作 す る 日本語検 索 システムの方 向性

2.2.1日 本語で も誰 もが簡単に検索

「日本語で誰 もが簡単に検索」を目指 じ、

先に述べ たような問題点は、検索側の注意点

とするのではなく、やはりシステム側で解決

する必要がある。

具体的な方法 を以下にまとめる。

・名詞の判別 と検索式の自動生成

まず、日本語の単語を判別する方法である

が、JUMAN1と いう形態素解析 ソフ トをイ

ンデックス作成時と検索式生成時に利用する

ことにより、実現 した。JUMANは 日本語の

文章を単語に分解 し、品詞を判別することが

できる。

さらに、現在 の検 索サ ー ビスはANDや
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ORな どの論 理演算 子 を 日本 語 中に埋 め込 ん

で、複数の キー ワー ドを組 み合 わせ る方法が

主流 であ るが 、 よ りわか りやす い検索 サー ビ

ス とす るため、 日本語(自 然言語)だ け によ

る検索 を提案 したい。

・完 全一致/部 分一致 の選択

検索 のマ ッチ ング方法 を、完全一致 か部分

一致 か を選べ る ようにす る
。例 えば、完 全一

致 の場 合、 「ソ フ ト」 と 「ソフ トウ ェア」 と

いう単 語 は別 の語 と判断 され るの で「ソフ ト」

と入力 して も 「ソフ トウェア」 を検索 する こ

とは で きない。 「コ ン ピュ ー タ」 と 「コ ンピ

ュー ター」 な ども同様で ある。そ れに対 して

部 分一 致の場 合は、 「ソフ ト」 が 「ソフ トウ

ェア」 とい う単 語の一部 に相 当す るのでマ ッ

チ してい る と解釈 す るのであ る。 これに よっ

て、検索 者 の意 図 に、 よ りそ った検索 がで き

る もの と考 え られ る。

・カ ッコの認可

日本語 の文章 か ら、複数 の論理演算子 を使

った検索 式が生 成 され る場 合があ る。 それ ら

を前方優 先で解釈 す る と、不都 合が生 じる場

合が ある。

例 えば 厂コ ンピュー タの ソフ トまたは ソフ

トウェア」と入力 した場 合 、前 方優 先 では「(コ

ン ピュー タandソ フ ト)orソ フ トウ ェア」

とい う解釈 を して しまうこ とになるのである。

そ こで、特 にま とま りを指定 した い箇所 に半

角 カ ッコ`('`)'を 使 うこ とで、 よ りユ ーザー

の意図 にそ った検 索式が作 成 され る ようにす

る。つ ま り、この場合 は 「コン ピュー タの(ソ

フ トまたは ソフ トウ ェア)」 と入力 す れば、

正 しく解釈 される ように した。

カ ッコは厳密 には 自然言語 とは言 えないが、

この場合 、 カ ッコが果 たす役割 が大 きい こと

と、 ま とま りを表す もの として カ ッコは 自然

な概 念 に近 いこ とか ら、 カ ッコを認 める こと

に した。

・半角文字 と全 角文字の 同一視

デ ー タの情報 源であ るフ ァイル中には、半

角文字 と全角文字が混在 している。そのファ

イルからインデックスファイルを作成 した場

合、英数字等の半角 ・全角は別の文字 として

認識 されるため検索者の期待通 りの検索がで

きるとは言いがたい。

そ こで、半角 カナについては、EUCで 扱

えないという問題点があるため全角に変換 し、

英数字に関 しては半角に統一 してインデック

スを作成する。 また、当然入力 フォームから

入力 された文字例にも同様の処理 を行う。

・処理の段階化

検索精度と速度の向上のため、ユーザの要

求に対 して結果が出力 されるまでの間に、一

度確認のプロセスを含むようにする。そ うし

て段階化することによって処理が2つ に分か

れることになり、待ち時間 も二分 され、ユー

ザが感 じる 「待たされる時間」は減ると考 え

ている。また、検索結果に不満を持 ち検索 し

直す場合、入力フォームまで一気 に戻 るので

はな く、AND//OR/NOTの 変更 ・完全一致

/部 分一致の変更だけなら中間の確認の画面

に戻 って検索 し直す ことも可能になる。逆 に、

生成された検索式が、ユーザにとって不本意

だった場合も、長い時間待 たされて一気に検

索結果が表示されてしまうのでな く、まず検

索式の確認がで きる方が効率的である。

2.2.2検 索サ　ビスの専門化 ・統合化

インターネヅトで提供 されている情報を、

効果的かつ有効に探 し出すことを検索サービ

スの目的とするのであれば、キーワー ドによ

る検索だけでなく、さまざまな検索手段が考

えられる。検索サービスはデータ量とその検

索ス ピー ドを競っていた段階か ら、次の段階

へ と変わ りつつあるように思える[1]。

本論文 ではここで、検索サー ビスの専門

化 ・統合化を提案する。各分野ごとに統合 さ

れた検索サービスが一つずつあり、そこへ行

けばそのものに関する情報が確実 に手に入る。

それがベス トだと考える。

そこで、実際にシステムを構築するにあた

一153一



り、現在既 にインターネット上で提供 されて

いる就職情報サービスを対象に、「統合 され

た就職情報検索サービス」を作成することに

する。現在 、リクルー ト社など、就職情報誌

を発行 している各社の提供する就職情報がイ

ンターネッ ト上に点在 している状況なので、

それ らをまとめて検索で きるサービスにした

いと考える。つ まり今回は、情報源を得るた

めWWW空 間にロボ ットを走 らせ就職に関

する情報 を集めるとい うのではなく、既存の

データベースを統合するという形をとった。

ちなみに、現在、就職情報データベースに

おいてフリーワー ド検索ができるのは、私が

調査 した限 りリクルー ト社が提供するデー タ

ベースのみである。

3シ ステムの仕様

◎作 成 目的

「自然 言 語処 理 に よるWWW検 索 シ ステ

ムの研 究」

◎利用 目的

「統 合 され た就 職情報 デー タベ ースの利用」

◎機 能

「イ ンター ネ ッ トのWebブ ラ ウザ 上か ら

日本語 に よる検索」

ユ ーザがWebブ ラ ウザ 上 か ら就 職 情報 に

ついて検索 したい文字 例 を自由に入力す る と、

自動的 に各 就職情報 デー タベ ース にアクセ ク

して検索 が行 われ、検 索結 果 はURLと して

一覧表示 され る
。

◎開発環境

・ハ ー ドウェア

・SPARCStation20

・os

・SUN .OS4.1.4

◎使 用 プ ログラ ミング言語

・C十 十

・Perl

◎ 使 用 ッー ル

・newjumanl .0(日 本 語形態素解 析)

JUMANは 日本 語形態 素 解析 の ため の ツ

ールである。

計算機 に よる 日本 語の解析 の研 究 を 目指

す 多 くの研 究者 に共通 に使 える形態素 解

析 ッール を提供す るため に開発 された シ

ステムであ る。

・WebWhacker(Web自 動 巡回)

イ ンデ ックスを作 成す るため にデー タを

取得 す る必要が あ る。

大 量 のデ ー タをWebブ ラ ウザか ら取 得

するため には、 自動巡 回 ソフ トを使 うこ

とが不可欠 である。

◎ デー タ提 供元(使 用 デー タベー ス)

・リクルー ト社 「リクルー トブ ックonthe

NETS

・毎 日コ ミュニ ケ ー シ ョンズ社 厂Career

Space

・静 岡新聞社 「しご とのかんづめ」

・他

「統合化」 を目指す以 上、就職情 報 に関

す るすべ てのデ ー タベー スを網 羅 したか

ったの だが、個 人が、 しか も卒論 とい う

色 々な制約 の 中で構 築す るシステ ム とし

て は、3つ 程度が 限界 であ り、今 回は断

念 した。

◎検 索の機 能

・検索対 象

・全文

・キー ワー ドー致方 法

・完全 一致

・部分 一致

・論理演 算子

・AandBAか つB

・AorBAま た はB

・AnotBAだ がBで はない

・その他の機能

・カッコに よる まとま りの指定

・半角文字 と全角文字 の同一視

◎ イ ンデ ックスフ ァイルの生成法
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1.各 デ ー タベ ー ス の デ ー タ(HTMLフ ァ

イル)を 取得 す る。

(→ 自動 巡回 ッール を利用)

2.取 得 した フ ァイ ルを連 結 す る。(イ ンデ

ックスフ ァイル は各 デー タベ ースーつずつ)

3.半 角 文字 を全角 に変換 す る な ど、HTML

フ ァ イルをperlス ク リプ トで整形す る。

4.JUMANに よ り形 態素処理 す る。

5.そ の 出力 か らイ ンデ ックスフ ァイルを作

る。

(→ 自作 ッールを利 用)

◎ 検 索処理過 程

1.情 報 処理 の ための入力 をブラ ウザ上 か ら

受 け付 ける。(→ 日本語 のデ コー ド)

2.JUMANに よ りこれ を形態 素処理す る。

3.そ の 結 果か ら検索 式 を生成す る。

4.そ の 検索 式か ら、 インデ ックス ファイル

を検索す る。

5.ブ ラ ウザ上 に検索結 果 を一覧 表示す る。

4シ ステムの構成 図1シ ステムの構成図

図 ユにシス テム構 成 を示す。

図2～5に 実行 の様 子 を示す。

以下 に図1の 解説 を示す。

(1)イ ンデ ックスは対 象デ ー タベ ー スのデー

タ フ ァ イル を元 に、私 の 自作 ッー ル と

JUMANを 使 い、 あ らか じめ作 ってお く。

(2)HTMLか ら入 力 文 字列 を受 け付 け る。

→図2

(3>CGIが 入 力 文字列処 理 ・検索式 の生成 を

して、HTMLと して出力す る。

(4)出 力 され たHTMLは 、 検索 式 の確 認 ・

完全 一致/部 分一致 の選択 ・CGIの 呼 び

出 しを行 う。→図3

(5)CGIに よ りイ ンデ ックスフ ァイ ルをサー

チ し検 索結果 を返す。

(6)ブ ラ ウザ上 に リンク形式 で出力す る。→

図4・ 図5
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図2:検 索 サ ー ビ ス 。 検 索 条 件 の 入 力 ま で し た と こ ろ 。

=HTML=

<title>Searchingfordatabases</title>

(… 中 略 …)

<inputtype="radio"name="USER"value="y">AND
,OR,NOTを 自 分 で 選 択

<hr>

検 索 条 件 を 日本 語 で 入 力 し て 下 さ い.<br>

例)コ ン ピ ュ ー タ ソ フ トの 開 発 ま た は イ ン タ ー ネ ッ ト 〈p>

<textareatype=textname="INPUT"rows=5cols=40size=40
,5>

</textarea>

<p>

〈inputtype="submit"value="実 行"〉

〈illputtype="reset"value="ク リ アlr>

</form>
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図3:図2で 実 行 ボ タ ン を 押 し た 結 果 。AND,OR,NOTを 選 択 で き る 。

=HTML=

<title>kensakusiki</title>

〈formmethod="POST"action="search .cgi"〉

入 力:コ ン ピ ュ ー タ ソ フ トの 開 発 ま た は イ ン タ ー ネ ッ ト

<hr>

検 索 式:〈inputname="aoO"type=hiddenvalue="(コ ン ピ ュ ー タll>(コ ン ピ ュ ー タ

<inputname="ao1"type=hiddenvalue="ANDソ フ ト1蓼>ANDソ フ ト

〈inputname="ao2"type=hiddenvalue=")"〉)

<inputname="ao2"type=radiovalue="ANDCHECKED>AND

<inputname="ao2"type=radiovalue="OR">OR

<inputname="ao2"type=radiovalue="NOT">NOT

(… 中 略 …)

<inputtype=radioname="KAN"value="y"checked>完 全 … 致 検 索

<inputtype=radioname="KAN"value="nll>部 分 … 致 検 索<P>

(… 中 略 …)

〈inputtype="submit"value三"検 索 開 始"〉

</form>
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図4:図3で 完 全 一 致 検 索 を チ ェ ッ ク し,検 索 開 始 ボ タ ン を 押 し た 結 果 。

=HTML=

<title>kensakukekka</title>

検 索 式:(コ ン ピ ュ ー タANDソ フ ト)AND(開 発)OR(イ ン タ ーANDネ ッ ト)<br>

<hr>◎ 静 岡 新 聞 社 提 供 デ ー タ<br>

〈AHREF=httP:"WWW・chabashi「a・co・jP/job騨shizuoka/index/data/52.htm1>コ ー タ キ 精

機(株)〈/A>〈br>

〈AHREF=http://WWW.chabashira.co.jp/job-shizuoka/index/data/68.htm1>二 二三栄 ノ・イ テ ッ

ク ス(株)</A><br>

<AHREF=http:〃WWW.chabashira.c。.jp/job-shizuoka/index/data/70・htm1>(株)シ ス

テ ッ ク 〈/A><br>

〈AHREF=http:"WWW・chabashira.co.jp/job-shizu。ka/index/data/350.html>明 」電 ソ フ

ト ウ ェ ア(株)</A>〈br>

(… 以 下 省 略)

158一



図5:図3で 部 分 一 致 検 索 を チ ェ ッ ク し,検 索 開 始 ボ タ ン を 押 し た 結 果 。

=HTML=

<title>kensakukekka</title>

検 索 式:(コ ン ピ ュ ー タANDソ フ ト)AND(開 発)OR(イ ン タ ーANDネ ッ ト)〈br>

<hr>◎ 静 岡 新 聞 社 提 供 デ ー タ<br>

〈AHREF=http://WWW.chabashira .co.jp/job-shizuoka/index/data/52 .html>コ ー タ キ 宋青

機(株)</A><br>

〈AHREF=http://WWW .chabashira.co.jp/job-shizuoka/index/data/68 .html>三 栄 ノ・イ テ ッ

ク ス(株)</A>〈br>

〈AHREF=http://www .chabashira.co.JP/job-shizuoka/index/data/70 .html>(株)シ ス

テ ッ ク</A×br>

〈AHREF=httP:"WWW・chabashira .c。.JP/j。b-shizu。ka/index/data/72 .html>静 光 電 機 工

業(株)〈/A×br>

(… 以 下 省 略)
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5JUMANに よる形態素解析 の

仕組み

JUMAN[3]は 、EUCコ ー ドの 日本語 文字

列 を入力 と し、連接規 則辞書 に よって許容 さ

れた形 態素 か らなる束(lattice)状 の構 造 を

出力 とす る。 ただ し、結果の表示 につ いては、

後 方最 長 一致 の解 を一 つ だけ表示 す る。(瞹

昧性 の ある ものすべ て を表示 させ るこ ともオ

プ シ ョンを付 ける ことによ り可 能)

5.1形 態素解析アルゴリズム

JUMANの 解析アルゴリズムは、入力 とし

てあたえられた日本語の文字列 に対する次の

基本動作 よりなる。改行をもって一つの入力

文字列の終了 とする。

・ある特定の位置か らはじまるすべての可

能な形態素 を辞書引 きによって得る。

・辞書引 きによって得 られた個々の形態素

に対 して、その直前の位置に存在するす

べての形態素との連接可能性のチェ ック、

および、コス トの計算 を行なう。

連接可能性のチエ ックによって連接不可

能とわかった形態素間の接続は行なわれ

ない。 また、その位置で連接可能なもの

のうち最良(最 小)の コス トと比較 して

.jumanrcの コス ト幅 によって定義される

数値以上のコス ト差をもつ形態素の接続

は行なわれない。

本形態素解析では次の二種類のコス トが使用

される。

形態素のコス ト:個 々の形態素に与えられて

い る コス トであ る。 形態 素の コス トは、

.jumanrcで 定義 された 「品詞 コス ト」、厂形態

素コス ト重み」、お よび、形態素辞書で定義

された 「見 出 し語のコス トに対する重み」、

の三つの数値の積として計算 される。

連接コス ト:二 つの形態素の連接のコス トで

ある。連接規則辞書で定義 されたコス トと

.jumanrcで 定義 された 「連接 コス ト重み」

の積 として計算 される。

形態素解析の一一つの解析結果は形態素から

なる列であ り、その総コス トは、それに含ま

れる形態素のコス トの総計、および、各形態

素間の連接コス トの総計の和である。ただし、

列の先頭 と末尾 には、それぞれ、「文頭」お

よび 「文末」 と呼ばれるダミーの形態素があ

ると仮定する。

一般に解析結果は、文頭および文末を両端

点 とする束状のグラフ構造 になる。このグラ

フ内の文頭から文末へいたるそれぞれの経路

が一つの可能な解析結果 を表わす ことになる。

連接可能性のチェックおよびコス トの計算

の詳細について説明する。最初の辞書引 きは

文字列の先頭で行なわれ、その直前には 「文

頭」が存在すると仮定 される。 また、「文頭」

がもつコス トは0で ある。

最初に辞書引 きが行なわれるのは入力文字

列の先頭(す なわち、「文頭」の直後)で ある。

以降、辞書引 きが行 なわれるのは入力文字列

中において文頭からの有効な連接 をもつ形態

素の直後の位置である。

形態素解析の最後の段階では、入力文字列

の末尾 に現れる有効 な形態素と 「文末」との

連接可能性のチェックとコス ト計算が行なわ

れ、解析結果 としてのグラフ構造が得られる。

5.2未 定義語の取 り扱い

末定義語に関 しては、本システムでは、入

力文字列中のあらゆる位置から未定義語が存

在する可能性 を考慮 している。ひらがなおよ

び漢字以外の文字については、同種の文字の

終 りまで(カ タカナ、アルファベッ ト、数字

等)を まとまった語 として一つの未定義語 と

解釈する。ひらがなと漢字については、一文

字ずつを未定義語の候補と考えている。

切 り出された未定義語に対する連接関係 を

定義するためには、未定義語をどの ような品

詞 と考 えるかは、オプション定義 ファイル

(.jumanrc)内 の 「未定義語品詞」によって
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自由に指定で きる。ただし、未定義語品詞は、

文法辞書で定義 された品詞名(品 詞再分類が

ある場合には品詞再分類名も指定する必要が

ある)の いずれか一つでなければならない。

未定義語 に対するコス トは同 じく.jumanrc

の 「品詞コス ト」欄で定義できるので、これ

に高いコス トを与えることにより、未定義語

を含む解析結果の優先度を下げることがで き

る。

5.3オ プ シ ョンファイル(.jumanrc)の

記 述例

(文法 フ ァイル

匍93
p31152/sotu/newjuman/dic)

(辞書 フ ァイル

階93p31152/sotu/newjuman/dic/

JUMANTREE)

(未定 義語 品詞(名 詞サ変名詞)

(品詞 コス ト

((*)lo)

((未 定 義語)5000)

((特 殊*)100)

((動 詞)100)

((形 容 詞)100)

((半　J定言司)10)

((助 動 詞)10)

((名 詞*)100)

((指 示 詞*)100)

((聶噂言司*)100)

((助 詞*)10)

((手妾続 言司)100)

((連 体 詞)100)

((感 動 詞)100)

((接 頭 辞*)10)

((接 尾 辞*)10)

(連接 コス ト重 み100)

(形態 素 コス ト重 み1)

(コス ト幅200)

(HASHTABLE

(HASHSIZE16384)

(HASHLIMIT32768)

(HASHLIMIT-S32768)

(HASHFULL.85)

)

5.4JUMAN出 力 例

・元 テ キス トファイル

cattest.txt

静 岡 県 にある出版社

・オプシ ョンな し(整 形 して出力)

juman<test.txt

静 岡県(し ずお かけん)静 岡県 固有 名詞

に(に)に 格助詞

ある(あ る)あ る 連体 詞

出版(し ゅっぱん)出 版 サ変 名詞

社(し ゃ)社 普通 名詞

・-Cオ プ シ ョン(形 態素 情報 をコー ドで 出

力)→ このシステ ムでは これ を使 用

juman-c<test.txt

静 岡県 しずおか けん 静 岡県6300

LこGこGこ9100

あ る あ る ある11000

出版 しゅっぱん 出版6200

社 し ゃ 社6100

・mオ プシ ョン(完 全 な形 態素情報 を出力)

juman-e<test.txt

静 岡 県 しず お か け ん 静 岡県 名 詞6

固 有名詞3*0*0

に に に 助詞9格 助詞1*0*0

あ る あ る あ る 連 体詞11*0*0*O

出 版 しゅっぱん 出版 名詞6サ 変 名

詞2*0*0

社 し ゃ 社 名詞6普 通名詞1*0*0

・-mオ プ シ ョン(瞹 昧性 の ある部分 だけそ

の候 補すべ て を出力)

juman‐m<test.txt

静 岡 県(し ずおか けん)静 岡県 固有名詞
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に(に)に 格助詞

に(に)に 名詞接続助詞

ある(あ る)あ る 連体詞

出版(し ゅっぱん)出 版 サ変名詞

社(し ゃ)社 普通名詞

社(や しろ)社 普通名詞

社(や しろ)社 固有名詞

6検 索式の生成

6.1JUMANの 出力 か らの検索式 の

生成過程

1.ク エ リー(入 力文字 列)をJUMANに よっ

て単語列 に分割す る。

2.名 詞 、未 定 義語2以 外 の品 詞 を持 つ語 を、

ス トップ ワー ドとして除去す る。

3.ス ト ップ ワー ド(群)の 存在 した場所 を

境界 と してセ グメン トと呼ぶ単位へ 分割す

る。

4.各 セ グメ ン トについ て構成要 素 をAND接

続 す る。

5.さ ら に、以下 の規 則性 に基づ いて 、

AND/OR/NOT接 続 し、検索式 とす る。

6.ま た 、ユ ーザ も希望 によって

AND/OR/NOTを 選 ぶ こ とが で き、それ に

応 じて も検 索式が生成 で きる。3

・AなBAandB

・ABAandB

・AでBAandB

・AのBAandB

・Aに よ るB・AandB

・Aに あ るB尸AandB

・AかB ・AorB

・Aま た はBAorB

・Aだ がBで は な いAnotB

etc...

例)ソ フ ト を 作 り イツ タ ー ネ ッ ト を 扱 う

1.→ ソ フ ト 、 を 、 作 り 、 イ ン タ ー 、 ネ ッ ト 、

を 、 扱 う ストソプワード

ス トップワー ド

2.→ ソ フ ト、 イ ン タ ー 、 ネ ッ ト

3.(ソ フ ト)、(イ ン タ ー 、 ネ ッ ト)　 　
セグメント セグメント

4.→(ソ フ ト)、((イ ン ター)AND(ネ ッ ト))

5.→(ソ フ ト)AND((イ ン ター)AND(ネ ッ ト))

6.2検 索 式の生成例

例1:ソ フ トを作 りインター ネッ トを扱 う

→(ソ フ ト)AND((イ ン ター)AND(ネ ッ ト))

例2:ソ フ トを作 る または イ ンター ネ ッ トを

扱 う

→(ソ フ ト)OR((イ ン ター)AND(ネ ッ ト))

例3:ソ フ トを作 るが インターネ ッ トは扱 わ

ない

→(ソ フ ト)NOT((イ ン ター)AND(ネ ッ ト))

例4:パ ソ コ ン(ソ フ トまたは ソフ トウェ ア)

→(パ ソ コ ン)AND((ソ フ ト)OR(ソ フ トウ

エア))

7考 察

7.1現 在の検索サービスの問題点

ここで もう一度、改めて従来のシステムの

問題点を整理 してお く。

検索結果量が膨大…有名な検索サービスはリ

ソースが大 きく、検索時間がかかるだけでな

く、場合によっては何百 という検索結果が返

される。この中には、意図 しない ものも多数

含まれていることがめず らしくない。その中

か ら必要な情報 を探すことは大変である。

その一方、分野が特定された検索サービス

は、規模が小さいものがあちこち点在 してい

る。

→専門化&分 野 ごとの統合の必要性

日本語処理が不十分…日本語特有ゐ処理の難

しさが解決 されずに、検索者側の注意点 とし

て残 っている。

複数キーワー ド検索の不統一性…キーワー ド

と論理演算子の組み合わせ による、複数キー

ワー ド検索は、論理演算子 になじみのない人

にわか りにくい。さらに使える論理演算子が

検索サービスごとに異なる。
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→コンピュータの知識のない人にもわか

りやすいシステムを

情報処理を多少な りとも勉強 した人や、プ

ログラミング経験者にとっては当たり前の論

理演算子。 しかし、インターネット利用者は

コンピュニタの知識を持つ、という前提はも

はや通用 しない。英語 さえ知 らない小学生も

インターネットを使 う現在。インターネット

を利用する上で最 も基本 となる情報検索が、

難 しかった り使いに くかったのではまずいで

あろう。

7.2構 築システムにおける自然言語処理

JUMANが 単語や品詞の判別を誤った場合

を除けば、具体的な数字では表せないが、ほ

ぼ、検索者の意図にそった検索式が生成 され

ると思われる。

自然言語処理による検索の実現 には、とり

あえず成功 したと言える。

7.3使 い易いシステムとは

誰にとっても使い易いインターフェイスを

考える場合、「簡単」で 「便利」であること

が要求される。つまり、簡単 さと共に機能の

充実 も求められる。

2つ のうち、 どちらか一方だけを追求する

のなら、簡単である。 しか し、それでは使い

易いシステムとは決 してならない。その兼ね

合いの難 しさを痛感 した。誰でも短期 間で操

作を修得でき、その後初心者でな くなったと

きも、ずっと使い続けることができるような

システムでなければならない。

自然言語 のみ を入力 とするのではな く、

「AND」 や 「OR」 を直接 フォームに入力する

ことも認めた方が、既 に他の検索サービスに

慣れた人にとっては便利か も知れない。そう

考 えたこともあった。 しか し、それではシス

テムの機能が複雑にな り、かえってわか りに

くくなって しまうのではないだろうか。また

自然言語で検索、というコンセプ トから外れ

てしまう。そう考えて思い とどまった。

実際にシステムを構築することで、使 い易

い システム とは操作 の簡単 さ と機 能の充実 の

バ ラ ンス をとるこ とだ とい うこ とを、改め て

感 じた。

7.4今 後 の課題

「使 い易 さ」 を機能 面 に中心 に追 求 したわ

け だ が、 ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェ イ ス に は

GUI(グ ラ フ ィカルユ ーザー イ ンターフ ェイ

ス)と い う概 念 が あ る。 本研 究 で はGUIに

は一切触 れて こなか った。

これに関 しては、今後 の課題 としたい。

8お わ りに

知 りたい事柄を入力 して、インターネッ ト

という情報の海の中か ら探 し出す。これを実

現するには、日本語処理 についての技術が不

可欠である。従来から 「かな漢字変換」や 「校

正機能」、また 「シソーラス上 といわれる同

義語 ・類義語辞書の搭載などが求め られてい

るが、画期的な解決はされていない。

日本語の場合、文章中の単語の識別が難 し

い。また、表記 も複雑である。漢字表記、ひ

らがな表記、カタカタ表記は混在 しているし、

拗促音の表記について も統一 されていない。

音引 きについても 「インターフェイス」「イ

ンタフェイス」「インターフェース」などバ

ラバラである。 こうした言語特性 を理解 して、

本当に必要 としている情報を探 し出すという

ことをコンピュータが もっと支援すべきであ

る[6]。

それが、使い易 く便利な日本語検索システ

ムへの第一歩だと考える。
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付録

A著 作 権 法 について

A.1サ ー チエ ンジン と著作 権法

このシス テム を作成す るにあた って、一つ

気 になる こ とが あ った。

そ れは著作権 の問題 である。

しか し、 「サ ーチエ ンジ ンが著 作 権法 に触

れ る とい う話 は聞い たこ とがない ので、 この

システム も大丈 夫 に違 いない」 と解釈 し、著

作権法 につ いてはあ ま り考 えて こなか った。

だが 、本 当にサ ーチエ ンジ ンは著作権 法 に

触れ ないのか。 そ こで思 いき って著作権 法 に

つい て調 べ 、サ ーチエ ンジ ンの、 どの部 分が

著作権法 に触 れる恐れが あるか を考 えた。

1つ め は、Web上 に 分散 して存 在 す る各

デ ータに リ ンク を張 るこ とで、情報 の提 供 を

行 う とい う ところ。

2つ め は、Web上 の 各 デ ー タ を利 用(コ

ピー)し 、 それ を元 にイ ンデ ックスデー タベ

ー スを作 る とい うところ
。

問題 はこの2点 であ ろう。

A.2リ ン クを張 ることの是非

A.2.1リ ンク を張 るこ との著作権上 の意義

まず 、 リ ンク を張 るこ との著作権上 の意義

につい て考えてみ る。

リンクを張 るこ ととは、簡 単に言 えば、 リ

ンク先 のURLを ペ ー ジ上 に記 述す る ことで

あ って 、 リンクの先 のデー タ自体 をペ ージ上

に記述 してい るわけではない。

つ ま り、 リンクを張 ったか ら とい って、 リ

ンク先の デー タ自体 を コピー してい るわけで

はない し、 リンク先 にジ ャンプ した利用者 は

リンク先 のホー ムペ ージ を見て いるだ けなの

で、 リンクを張 るこ と自体が直接 著作権侵害

に なる とは考 えが たい[1]。

A.2.2リ ン クを張 られる ことに よる不利益

次 に、 リンクを張 る ことが なぜ 問題 とされ

るか を考 えてみ る。

そ もそ もWWWは 、 リ ンク を張 り巡 らす

ことに よって、世界 中の情報 を有機 的 に関連

づけ よ うとい う思想 に根 ざす ものであ って、

リンクを張 ること、 リンクを張 られ るこ とは、

もと もとインターネ ッ トの特性 として折 り込

み済み であ るように思 われ る。

しか し、「トップペ ー ジか らア クセ ス して

もらって次 第 に下 の階層のペ ージ を見 て もら

いたい の に、下 の階層 のペ ージに リ ンクを張

られ て しまうと、 トップペ ージ をとば して、

い きな り下の階層 のペー ジにア クセ ス され る

ようにな って困 る」 とい うような意見 も考 え

られ る。

確か に、 トップペー ジの宣伝広 告 を見 て欲

しいか らこそ、下 の階層のペ ージ に魅力 的 な

デー タを置 い てある ような場合 には 、そ う し

た意見が 出て くるの も理解で きる。

しか し、その よ うな主観的 な期 待 を、法的

に保護すべ き程度 の もの と言 うべ きか どうか

は、か な り疑問が ある。 リ ンク を張 るほ うか

らす る と、 リンク先 のホ ームペ ー ジ開設 者が

その よ うな期待 を持 ってい るのか ど うか判別

す るの は困難で ある し、 リ ンクが張 られてい

なけれ ば利 用者が 実際 に トップペー ジか らア

クセ スす る こ とが 保証 され てい るわけで もな

いか らであ る[1]。
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A.3イ ンデ ックス作 成の是非

今 度 は、 サ ー チエ ンジ ンの仕 組 み か ら、

Web上 の デ ー タを利 用 して イ ンデ ック スデ

ー タベ ース を作成す る ことの是非 を考え る
。

A.3.1サ ー チエ ンジ ンの インデ ックス作成

の仕 組み

サーチエ ンジ ンのデー タベ ースへ のデ ー タ

登録方法 には 、手動 で登録す る方法 と、URL

取 得 ロボ ッ ト(以 下 ロボ ッ トと略 す)を 使 っ

て 自動的 に登録す る方法 の、大 き く分け て2

つ あ る。現在 、大規模 なサーチエ ンジ ンの ほ

とん どが、 ロボ ッ トを使 い 自動 的 に大量 の

URLを 登 録 してい る ようであ る。

この ロボ ッ トとは何 か。

厂ロボ ッ ト」や 「スパ イダー」 と呼ばれ る

フ リー ソフ トウェアで、分 散 して存在 す る情

報 資 源か らURLや キ ー ワー ドな どの情 報 を

抽 出 し、 イ ンデ ックスデー タベ ースを構 築す

るための ッールで ある。

具 体的 に は、 あ るHTMLが 指 定 され る と、

まず、その文 書 に含 まれてい るキーワー ドな

どの情報 を収 集す る。続 いて さらにその文書

に含 まれ ているすべ てのハ イパ ー リンクを利

用 して別の文書 を呼 び出す。 この文書 に対 し

てまた情報収 集 を行 い、 さらにリ ンクをた ど

る とい う作業 を繰 り返す 。

この ように文書 同士 がハ イパ ー リンク して

い る とい うWWWの 特 性 を利 用 して 自動 的

に情 報 を集 める仕組み にな って いる。

この ように、情報空 間 を網 羅的 に探査 し、

各情報 資源 をイ ンデク シングす るこ とに対 し

て、著作権 の問題 ははた して生 じるのか。そ

れが 問題 で ある。

A.3.2イ ンデ ックス作成 と著作権

まず、デ ー タベ ースの インデ ックス作 成 に

お いて、著作 権 と関係 があ りそ うな特徴 を以

下 に まとめ る。

(1)Web上 の デ ー タ(著 作 物)を 一 時 的

にコ ピーす る((2)の 後 、消去す る)

(2)そ の うちの一部(キ ー ワー ド)を 抜 き出

す な どの加工 を し、 イ ンデ ックスを作成す る

(3)そ れ を複 数の 人数 で利 用す る(私 的利

用 とは言 えない)た だ し複製 、公表 、領布 の

いず れ も行 わない

(4)著 作 者 に経 済的不利益 は与 えない

(5)製 作 者 に、サーチエ ンジ ンをイ ンター

ネ ッ トーヒに公 開す るこ とに よる、直接的 な経

済 的利 益 はない

まず、(1)で 行 われ るコ ピーが問題 ない か ど

うか、検討す る。

WWW空 間 を巨 大 な デー タベ ー ス とみ な

せ ば、著作 権法 の 「デ ー タベ ースの著 作権(著

作権法12条 の2)[2]」 が 適合 され る。

それに よる と、デー タベ ースは著作権法 で

保護 され る。 しか し、すべ てのデー タベ ース

が著作物 と して保護 され るわけではな く、情

報 の選択 的 な体系 や構 成が独創性 を有す る も

の だけが保護 される。 これ は、個々のデー タ

が単 なる事 実の記述 にす ぎない場 合、著作権

が発生 しない場合 もあ る[1]、 とい うことだ

が 、Web上 で 普通 に公 開 され てい るデ ー タ

群 は、営 利 目的で ない に しろ、著作物 であ る

と考 え られ る。 また、あ る程度 ま とま りを も

った情報 の集合体 をデー タベ ースか ら引 き出

し、再利 用可能 な状態 で端末機 に蓄積 す る行

為(ダ ウ ンロー デ ィング)は 、 デー タベー ス

著作物 の一部複製 として扱 われ、デー タベー

ス作成 者の複製権が 及ぶ ことになる[3]、 と

い うこ とであ る。

この場 合は インデ ックス に加工 して しまう

の で、「再 利用 可 能 な状 態」 とはな らない。

とい うこ とは、複製権 は及 ばない、 と考 え ら

れ る。

続 いて、② ・(3)で述 べ た インデ ックス作成

とそ の私 的利 用 を超 えた利 用 につ いて、問題

が ないか どうか、検討 してみ る。

通常 、著 作物 を加工 して利用す る場 合、著

作者 の許諾 が必要 にな る。改作利用権 に よ り、

著作物 に手 を加 えて利用 す る権利 は、著作 者

に専有 されてい る[3]か らであ る。
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しか し、文化庁の 「著作権法ハ ンドブック

[4]に よれば、「抄録の作成は著作権侵害に

あたるか」 という問いに対 して、以下のよう

に解 を述べている。

「著作物 を短 くしたものとして抄録(ア ブ

ス トラク ト)が ある。抄録は著作物 を短 く短

縮 したもので、著作者の紹介、索引を目的と

する。抄録は著作物を利用するものではある

が、利用 した著作物にとって代わるものでは

な く、むしろそれを見た読者に著作物の存在

を知らせ、それを読む興味や意欲 を起こさせ

るものである。従って、こうした利用は著作

権の侵害 とはならないと考えられる。著作物

の内容がほぼ感得できるものであるか、利用

された著作物の存在を知らしめる程度のもの

であるか、によって判断すればよい。」(途 中

数カ所省略)

サーチエ ンジンのインデ ックスファイルは、

その性質からも、索引という目的からも、非

常に抄録に類似 している。ここで述べ られて

いることは、その判断基準か らも、インデッ

クスファイルにも当てはまると考 えてよいよ

うに思われる。

A.4結 論

リンクを張ることでデータの提供を行 うこ

とも、Web上 のデータか らインデックスを

作成することも、以上の検討 と、(4)・(5)の性

質か ら考えて、結論 としては 「問題なし」だ

と考えられるが、一応データ提供者に許可を

取ることが望ましいのか もしれない。

こういった問題 に関 しては、今後ユーザ間

の合意を形成 してい く必要があるだろう。
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